
（
社
）
日
本
炊
飯
協
会
は
５
月
20
日
、
東
京
都
港
区
の
虎
ノ
門
パ
ス
ト

ラ
ル
で
平
成
21
年
度
通
常
総
会
・
懇
親
会
を
開
催
。
平
成
20
年
度
事
業

報
告
、
収
支
決
算
報
告
、
平
成
21
年
度
補
正
予
算
案
の
承
認
な
ら
び
に

役
員
改
選
案
等
が
行
わ
れ
た
。

り
ま
し
た
。

　

毎
年
、
会
員
の
御
協
力
で

炊
飯
量
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
今
年
始
め
て
前
年

を
割
込
み
（
前
年
比
96
％
、

図
参
照
）
ま
し
た
。
こ
れ
は

自
店
自
校
炊
飯
が
増
加
し
た

事
と
思
わ
れ
、
今
後
も
こ
の

傾
向
は
続
く
と
考
え
ま
す
。

　

更
に
、
１
０
０
年
ぶ
り
の

不
況
の
影
響
を
受
け
、
西
友

の
２
９
８
円
弁
当
、
関
西
の

70
円
お
に
ぎ
り
等
が
出
て
末

端
価
格
は
下
落
致
し
て
お

り
、
炊
飯
業
界
に
は
厳
し
い

現
状
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
主
原
料
の
精
米
価

格
は
、
政
府
米
で
は
や
や
下

落
し
て
い
ま
す
が
、
全
体
的

に
は
精
米
価
格
は
殆
ど
変
わ

ら
な
い
状
況
で
推
移
し
て
い

ま
す
。
国
際
的
な
米
価
格
は

　

昨
年
は
食
品
業
界
に
と
っ

て
は
試
練
の
年
で
あ
り
、
１

月
の
中
国
冷
凍
餃
子
事
件
か

ら
始
ま
り
、
中
国
メ
ラ
ミ
ン

問
題
、
事
故
米
の
不
正
規
流

通
問
題
、
表
示
偽
装
事
件
等

が
多
発
し
ま
し
た
。

　

更
に
、
原
油
価
格
の
暴

騰
、
旱
魃
及
び
投
機
資
金
流

入
に
よ
る
穀
物
の
高
騰
等
が

あ
り
、
食
品
市
場
価
格
が
軒

並
み
高
騰
致
し
ま
し
た
。
年

明
け
に
は
一
転
し
て
、
原
油

価
格
が
急
落
、
穀
物
相
場
も

下
落
と
な
り
、
原
料
価
格
面

で
振
り
回
さ
れ
た
一
年
で
あ

落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
ま
し

た
が
、
国
産
精
米
価
格
は

７
８
０
％
の
関
税
率
を
か
け

な
け
れ
ば
太
刀
打
ち
出
来

ず
、
国
内
産
米
は
過
剰
の
中

で
も
Ｍ
Ａ
米
を
70
万
ト
ン
も

輸
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

矛
盾
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
食
糧
３
法
改
正
が
あ

り
、
米
粉
の
奨
励
、
飼
料
米

へ
の
取
組
み
等
が
あ
り
、
米

穀
事
情
が
好
転
す
る
事
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

食
糧
自
給
率
は
、40
％
と

極
端
に
低
く
、現
状
を
改
善

す
る
事
が
急
務
と
考
え
ま

す
。

　

日
本
人
は
年
間
１
９
０
０

万
ｔ
（
金
額
換
算
11
兆
円
）

の
食
品
廃
棄
を
し
続
け
て
い

ま
す
。
し
か
も
そ
の
内
４
割

は
「
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に

廃
棄
」
し
て
い
ま
す
。
原
因

の
一
つ
に
行
き
過
ぎ
た
賞
味

期
限
、
消
費
期
限
等
が
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
問

題
を
新
設
さ
れ
た
消
費
者
庁

で
是
非
取
り
組
ん
で
頂
き
、

国
民
運
動
的
な
活
動
に
発
展

で
き
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

　

５
月
８
日
に
は
国
内
で
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
現
時
点

で
は
フ
ェ
ー
ズ
５
で
世
界
的

流
行
の
前
段
階
で
す
が
、
い

つ
フ
ェ
ー
ズ
６
に
な
り
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
に
な
っ
て
も
不
思

議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し

な
れ
ば
、
学
校
閉
鎖
、
集
会

禁
止
等
の
措
置
が
取
ら
れ
、

食
行
動
の
パ
タ
ー
ン
が
大
き

く
変
化
し
外
食
の
激
減
、
内

食
の
拡
大
に
な
る
か
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

炊
飯
協
会
の
財
源
に
な
っ

て
い
る
斡
旋
物
資
事
業
が
前

年
比
70
％
と
低
迷
し
て
お
り

ま
す
。市
場
価
格
と
同
一
か
、

以
下
な
ら
ば
是
非
御
利
用
頂

く
様
に
お
願
い
致
し
ま
す
。昨

年
末
に
腸
内
細
菌
検
査
、１
月

か
ら
衛
生
的
で
機
能
ア
ッ
プ

し
た
吸
水
紙
を
斡
旋
物
資
と

致
し
ま
し
た
の
で
、重
ね
て
お

願
い
申
上
げ
ま
す
。

　

炊
飯
協
会
は
「
業
界
の
発

展
を
通
じ
て
の
社
会
貢
献
」

「
適
切
で
迅
速
な
情
報
機
関
」

を
最
大
の
使
命
と
致
し
て
お

り
ま
す
の
で
今
後
共
、宜
し

く
御
指
導
賜
り
度
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

総
会
で
は
理
事
と
し
て
、

エ
ス
ア
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
代
表

取
締
役
副
社
長
の
村
橋
香

氏
、
同
協
会
事
務
局
長
の
三

橋
昌
幸
氏
の
２
人
、
監
事
と

し
て
、
愛
知
県
経
済
農
業
協

同
組
合
連
合
会
米
穀
販
売
部

長
の
天
野
正
裕
氏
の
新
任
が

発
表
さ
れ
た
。
総
会
後
、
を

小
平
均
氏
（
内
閣
府
食
品
安

全
委
員
会
事
務
局
リ
ス
ク
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
官
）
を

講
師
に
講
演
会
「
食
品
安
全

委
員
会
に
つ
い
て
」を
開
催
。

　

懇
親
会
に
は
、
主
務
官
庁

来
賓
の
ほ
か
、
賛
助
会
員
、

関
係
者
が
多
数
出
席
し
た
。

来
賓
挨
拶
と
し
て
衆
議
院
議

員
井
上
喜
一
氏
か
ら
は
景
気

対
策
等
に
つ
い
て
、
農
林
水

産
省
総
合
食
料
局
消
費
流
通

課
課
長
中
村
啓
一
氏
か
ら
は

米
を
め
ぐ
る
備
蓄
責
任
等
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
今
後
の
米

飯
市
場
へ
の
期
待
を
語
ら
れ

た
。
乾
杯
の
音
頭
は
参
議
院

副
議
長
山
東
昭
子
氏
。
ほ
か

に
来
賓
と
し
て
農
林
水
産
省

総
合
食
料
局
よ
り
川
本
淳
子

氏
（
食
糧
部
消
費
流
通
課　

調
査
班
消
費
改
善
第
２
係
）、

片
桐
薫
氏
（
食
品
産
業
企
画

課
食
品
産
業
調
整
官
）、
ま

た
財
団
法
人
日
本
穀
物
検
定

協
会
よ
り
平
島
和
男
氏
（
関

東
支
部
理
事
支
部
長
）、
木

野
信
秋
氏
（
業
務
部
長
）、

佐
藤
克
平
氏
（
関
東
支
部
業

務
部
長
）
な
ど
多
数
列
席
し

た
。

後
、
費
用
（
講
習
会
受
講

料
４
万
円
・
受
験
料
１
万

円　

合
計
５
万
円
、
学
割

半
額
）
の
振
り
込
み
に
つ

い
て
ご
案
内
を
致
し
ま

す
。

６　

申
込

　

ま
ず
は
協
会
宛
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。認
定
試

験
申
込
書
等
を
送
付
し

ま
す
。

申
込
書
受
付　

平
成21

年
７
月
１
日
（
火
）よ
り

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
受
付

※ 

認
定
試
験
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
写
真

を
貼
ら
ず
に
協
会
宛
に
Ｆ

Ａ
Ｘ
し
て
く
だ
さ
い
（
Ｆ

Ａ
Ｘ
０
３
―
３
５
９
０
―

７
４
９
８
）。

※ 

会
場
の
都
合
上
、90
名
の
先

着
順
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

※ 

詳
細
の
お
知
ら
せ
を
さ
せ

て
頂
い
て
か
ら
３
週
間
以

内
に
費
用
の
お
振
込
み
が

な
い
場
合
は
、
そ
の
お
申

し
込
み
は
無
効
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

※ 

費
用
の
振
込
み
の
確
認
が

と
れ
ま
し
た
ら
、
受
験
票

な
ら
び
に
テ
キ
ス
ト
を
送

ら
せ
て
頂
き
ま
す
。

※ 

合
格
者
に
は
、「
ご
は
ん

ソ
ム
リ
エ
」
と
し
て
の
登

録
に
つ
い
て
の
ご
案
内
を

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
こ
の

際
に
、
認
定
登
録
料
１
万

円
（
消
費
税
込
、学
割
有
）

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

社
団
法
人　

日
本
炊
飯
協
会

　

ご
は
ん
ソ
ム
リ
エ　

担
当

電
話　

03

―3590

―1589

e-m
ail:ricecook

@

k4.dion.ne.j
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懇
親
会
会
長
挨
拶　

米
穀
事
情
の
好
転
に
期
待

社
団
法
人 

日
本
炊
飯
協
会
会
長　

川
島
弘
士

〈
ご
は
ん
ソ
ム
リ
エ 

募
集
要
項
〉

１　

応
募
資
格

２
日
間
の
講
義
へ
の
参
加

と
ご
は
ん
の
食
味
実
習
並

び
に
、
筆
記
・
食
味
試
験

が
受
験
可
能
な
方　

年

齢
・
職
業
等
は
不
問
。

２　
募
集
人
員
90
名（
先
着
順
）

３　

講
習
会
及
び
試
験
日

平
成
21
年
10
月
５
日（
月
）、

６
日
（
火
）の
９
時
〜
17
時

20
分
『
ご
は
ん
ソ
ム
リ
エ
』

協
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
キ
ス

ト
を
使
っ
た
講
義
、食
味

実
習
、試
験
な
ど
。

４ 　

会
場

女
子
栄
養
大
学　

駒
込

キ
ャ
ン
パ
ス　

東
京
都
豊

島
区
駒
込
３
―
２
４
―
３

最
寄
駅　

JR
山
手
線
・
地

下
鉄
南
北
線　

駒
込
駅 

徒
歩
３
分

５　

費
用
（
い
ず
れ
も
消
費

　
　

税
込
）

講
習
会
受
講
料
（
含
む
テ

キ
ス
ト
代
）
４
万
円
／
受

験
料
１
万
円

認
定
登
録
料
（
試
験
合
格

者
の
み
）
１
万
円

※ 

学
生
割
引
有
り
（
そ
れ
ぞ

れ
半
額
）　

※ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申
込
書
受
付

平成ケミカル株式会社
〒171-0014 東京都豊島区池袋２－23－３ 橘ビル5F
TEL ０３－５９１１－１７４０　FAX ０３－５９１１－１７４１

安全・安心・さらに

コストダウンが図れます
＜洗　淨　剤＞　ケミーライトボックスLS

フォーミング洗浄剤
除菌性洗浄剤

＜殺菌用アルコール＞ 　アルコール67度
アルコール75度

次亜塩素酸ソーダ他化学薬品総合商社

平
成
21
年
度
通
常
総
会
開
催

第
４
回
「
ご
は
ん

ソ
ム
リ
エ
」認
定

試
験
の
ご
案
内

 

「
主
食
で
あ
る
お
米
の
産
地

や
銘
柄
に
関
す
る
知
識
、
炊

飯
技
術
や
ご
は
ん
の
栄
養
学

な
ど
幅
広
い
知
識
を
有
し
、

更
に
お
い
し
い
ご
飯
を
見
分

け
ら
れ
る
専
門
家
」
を
養
成

す
る
た
め
の
「
ご
は
ん
ソ
ム

リ
エ
」
認
定
試
験
を
今
年
も

実
施
し
ま
す
。

山
東
昭
子
理
事
の
音
頭
で
乾
杯
！

衆
議
院
議
員　

井
上
喜
一
氏

出荷先比率

その他
1.6％

自社使用
24.5％

旅館等
3.7％飲食店

11.0％ 学校
給食
5.7％

食料品販売店
53.5％

総生産量　　187.5（千トン）
［前年度総生産量］　195.3（千トン）

売上高　　　600（億円）
前年比　　　  96 %
精米使用量　  86（千トン）

平成21年5月20日

社団法人日本炊飯協会

平成20年度（1月～12月）
会員炊飯量調査報告書



文
書
と
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
管
理
基
準

逸
脱
時
の
改
善
措
置
の
実
施

記
録
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
記

載
す
る
項
目
を
別
途
に
定
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
紙
面

の
関
係
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結

果
の
記
録
に
含
ま
れ
る
必
要

な
事
項
の
み
以
下
に
示
し
ま

す
。

ⅰ
． 

記
録
文
書
の
名
称
及
び

作
成
日
と
作
成
者
名

ⅱ
．
記
録
し
た
日
時

ⅲ
． 

製
品
を
特
定
で
き
る
名

称
、記
号
（
ロ
ッ
ト
名
）

ⅳ
． 

実
際
の
測
定
、
観
察
、

検
査
結
果

ⅴ
．
管
理
基
準
値

ⅵ
． 

測
定
、
観
察
、
検
査
者

の
サ
イ
ン
ま
た
は
捺
印

ⅶ
． 

記
録
点
検
者（
上
職
者
）

の
サ
イ
ン
又
は
捺
印

　

記
録
す
る
際
の
注
意
事
項

と
し
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結

果
が
判
明
し
た
直
後
に
、
ま

た
は
洗
浄
等
の
衛
生
管
理
の

作
業
が
終
了
し
た
直
後
に
そ

の
場
で
、
所
定
の
記
録
用
紙

に
改
ざ
ん
で
き
な
い
よ
う
ボ

ー
ル
ペ
ン
で
必
要
事
項
を
記

入
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

日
本
炊
飯
協
会
で
は
監
査

に
際
し
て
ト
レ
サ
ビ
リ
テ
ィ

ー
に
関
わ
る
記
録
を
特
に
重

点
的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

そ
の
中
で
も
特
に
重
要
視
し

て
い
る
の
が
、
受
入
れ
る
精

米
に
関
し
て
の
ト
レ
サ
ビ
リ

テ
ィ
ー
の
構
築
で
す
。

　

精
米
の
ト
レ
サ
ビ
リ
テ
ィ

ー
に
関
す
る
要
求
事
項
は
次

の
通
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１
．
精
米
を
構
成
す
る
玄
米

（
単
品
、
ブ
レ
ン
ド
）
の
所

謂
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
に
よ
る
３
点
セ

ッ
ト
（
品
種
・
産
地
・
産
年
）

と
ブ
レ
ン
ド
比
率
が
明
確
に

さ
れ
、
精
米
年
月
日
・
納
入

業
者
名
と
、
納
入
毎
に
そ
れ

ぞ
れ
使
用
玄
米
に
つ
い
て
検

査
請
求
者
・
検
査
成
績
（
品

種
・
産
地
・
産
年
・
等
級
）・

検
査
機
関
等
が
記
載
さ
れ
た

検
査
証
明
書
（
玄
米
票
箋
）

が
添
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

２
．
精
米
の
品
質
に
つ
い
て

は
精
米
の
つ
ど
精
米
品
質
分

析
結
果
が
添
付
さ
れ
て
い
る

こ
と
。精
米
品
質
に
は
水
分・
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前
号
で
は
監
査
結
果
か
ら

見
ら
れ
た
ハ
ー
ド
に
関
す
る

不
備
・
不
具
合
の
例
を
説
明

い
た
し
ま
し
た
が
、
今
回
は

ソ
フ
ト
に
関
す
る
問
題
点

を
、
例
を
挙
げ
て
説
明
い
た

し
ま
す
。

　

監
査
で
の
ソ
フ
ト
の
チ
ェ

ッ
ク
は
主
に
記
録
類
を
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト
に
従
っ
て
行
な

い
ま
す
。
こ
こ
で
い
う
必
要

な
記
録
と
は
、
皆
さ
ん
の
工

場
に
か
な
ら
ず
あ
る
炊
飯
製

品
管
理
基
準
書
の
中
で
定
め

た
記
録
を
言
い
ま
す
。
管
理

基
準
書
に
基
づ
い
て
製
造
が

行
な
わ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
管
理

項
目
に
つ
い
て
管
理
基
準
値

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
原
材
料
の
受
入
に
つ

い
て
は
受
入
基
準
が
あ
っ
て

受
入
日
・
受
入
数
量
・
ロ
ッ

ト
番
号
な
ど
が
記
録
す
べ
き

項
目
で
す
。
そ
し
て
記
録
文

書
の
名
称
と
管
理
No.
と
が
管

理
基
準
書
に
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
管
理
基
準
書
で

定
め
ら
れ
た
も
の
が
必
要
な

記
録
で
、
記
録
す
べ
き
こ
と

を
す
べ
て
、
そ
し
て
抜
け
が

な
い
よ
う
に
記
録
す
る
の
が

原
則
で
す
。

　

記
録
文
書
に
は
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
結
果
を
記
載
す
る
記
録
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北海道 ふか河（株） 愛知県（株）こがね

サッポロライス（株） 米常炊飯サービス（株）

青森県 （株）鈴惣 （株)ウオフク

宮城県 ボン・リー宮城（株） (株）港炊飯センター

山形県 （株）サンコー食品 (株）ヰセキ東海

福島県 （株）東邦フードサービス (株）ごはんの国

茨城県 （株）オーシャンフーズ （株)だるま．名古屋支社

群馬県 マック食品（株） 京都府（株）煌

（株）新川屋 三彩食品（有）

(株）わびすけ

埼玉県 明治ライスデリカ（株） 大阪府 エスアールジャパン(株）

（株）サンフレッセ コメックス(株）

千葉県 （株）川島屋 （株）いいなダイニング

全農パールライス東日本（株） （株）デリカ・アイフーズ

伊丹産業（株） (株）ライスデリカ

東京都 （株）イクタツ ダイワサミット(株）

(株）丸千 日本食糧卸（株）

（株）三ツ和 (株）寺本商店

ワコーライス(株） 兵庫県 (株）神崎フード

(株)銀しゃり 岡山県 岡山ﾊﾟｰﾙﾗｲｽ(株）

神奈川県 (株）ミツハシ 広島県 (株）ポスト ごはんの里

(株）佐々木商店 (株）丸和

(株）四季楽 ハゴロモ(株）

（株）ジャンボリア 広島駅弁当（株）

長野県 (株）しなの炊飯 山口県 (株）四季彩

ベイクックコーポレーション（株）愛媛県 シンセイフードサービス(株）

新潟県 ミシマデリカ(株） 高知県 全農高知県本部パールライス課

石川県 （有）金沢炊飯センター 福岡県 北九炊飯(株）

（株）のぼる

福井県 (株）しゃりー JAふくおか八女

岐阜県 （協）岐阜県ライスセンター 大分県 (株)パールライス大分経済連

静岡県 （株）遠州米穀 熊本県 (株）どんどんライス・熊本

愛知県 JAあいち経済連 佐賀県（株)ヨコヤマ

（株）江坂商店 沖縄県（株）沖食商事

白
度
・
粉
状
質
粒
・
着
色
粒
・

胴
割
粒
・
破
砕
粒
・
食
味
値

等
の
デ
ー
タ
が
盛
込
ま
れ
て

い
る
こ
と
。

３
．
精
米
の
受
入
・
払
出
の

記
録
が
、
品
種
・
格
納
サ
イ

ロ
毎
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
こ
と
。

４
．
そ
し
て
製
品
が
ど
の
精

米
か
ら
作
ら
れ
た
か
確
認
で

き
る
よ
う
な
製
造
記
録
が
整

っ
て
い
る
こ
と
。

　

実
際
監
査
で
よ
く
見
ら
れ

る
記
録
の
不
備
を
い
く
つ
か

示
し
ま
す
。

ト
レ
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
関
連

１
．
精
米
で
は
情
報
は
ほ
ぼ

整
っ
て
い
る
が
３
点
セ
ッ
ト

と
検
査
証
明
書
、
精
米
品
質

記
録
が
ば
ら
ば
ら
に
フ
ァ
イ

ル
さ
れ
て
い
る
た
め
情
報
の

つ
な
が
り
が
ま
ず
く
ト
レ
ー

ス
に
時
間
が
か
か
る
の
が
見

ら
れ
る
。

２
．
ブ
レ
ン
ド
米
で
一
部
の

玄
米
が
複
数
国
産
米
と
な

っ
て
お
り
、
契
約
上
は
限
定

さ
れ
た
玄
米
で
な
い
場
合
に

精
米
の
ト
レ
ー
ス
が
で
き
な

い
。
精
米
業
者
に
は
実
際
に

精
米
し
た
時
の
玄
米
配
合
の

情
報
は
保
存
さ
れ
て
い
る
は

ず
な
の
で
、
本
来
は
納
入
の

都
度
提
示
は
可
能
な
は
ず
で

あ
る
。
少
な
く
と
も
事
故
発

生
時
に
は
速
や
か
に
情
報
が

入
手
で
き
る
仕
組
み
を
構
築

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

３
．
未
検
査
米
を
使
用
し
て

い
る
場
合
も
ト
レ
ー
ス
が
で

き
な
い
例
で
あ
る
。
未
検
査

米
で
あ
っ
て
も
生
産
者
の
納

品
書
や
請
求
書
に
品
種
・
産

地
・
産
年
を
明
記
さ
せ
た
コ

ピ
ー
の
添
付
で
ト
レ
ー
ス
が

可
能
と
な
る
。

４
．
精
米
以
外
の
原
材
料
で

は
納
入
原
材
料
カ
ル
テ
の
整

備
が
出
来
て
い
な
い
場
合
が

あ
る
。
必
要
項
目
の
記
載
漏

れ
を
防
ぐ
た
め
に
炊
飯
協
会

推
薦
の
カ
ル
テ
に
統
一
す
る

と
良
い
。
ま
た
年
１
回
の
更

新
が
な
さ
れ
て
い
な
い
例
が

見
ら
れ
る
。

Ｃ
Ｃ
Ｐ（
重
要
管
理
点
）
関

連
の
記
録

　

協
会
が
高
度
化
基
準
の
中

で
Ｃ
Ｃ
Ｐ
と
し
て
い
る
の
が

次
の
３
点
で
あ
る
。

・
炊
飯
又
は
蒸
ら
し
直
後
の

　

ご
は
ん
の
中
心
温
度

・
金
属
検
査
装
置

・
コ
ン
テ
ナ
の
洗
浄
・
殺
菌

１
．
ご
は
ん
の
中
心
温
度
に

つ
い
て
は
ご
く
一
部
で
あ
る

が
、
Ｃ
Ｃ
Ｐ
と
し
て
の
認
識

が
な
く
記
録
し
て
い
な
い
場

合
が
見
ら
れ
る
。
炊
飯
開
始

時
に
炊
き
上
が
っ
た
釜
の
中

心
位
置
の
温
度
を
測
定
し
記

録
す
る
こ
と
。

２
．
金
属
検
査
機
の
テ
ス
ト

ピ
ー
ス
に
よ
る
機
能
検
査

は
ス
タ
ー
ト
時
と
作
業
終
了

時
の
２
回
は
最
低
必
要
で
あ

る
。
長
時
間
製
造
す
る
場
合

は
４
時
間
毎
の
頻
度
で
チ
ェ

ッ
ク
す
る
。

　

機
能
検
査
を
行
な
っ
た
と

き
は
実
施
時
刻
・
実
施
者
名

も
記
入
す
る
。

３
．
コ
ン
テ
ナ
の
殺
菌
で

は
次
亜
塩
素
酸
Na
使
用
の
場

合
、
試
験
紙
で
読
ん
だ
濃
度

の
記
録
と
試
験
紙
の
貼
付
を

求
め
て
い
る
が
、
単
に
○
×

に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
の
場
合
が

見
ら
れ
る
。

　

次
回
は
Ｐ
Ｐ
（
一
般
的
衛

生
管
理
）
に
関
す
る
記
録
と

指
摘
事
項
に
つ
い
て
解
説
し

ま
す
。

（株）AIHO

（株）中西製作所

（株）コバヤシ

（株）ミツカン

キューピー醸造(株）

朋和産業（株）

京豊エンジニアリング（株）

マルカン酢（株）

三甲（株）

横井醸造工業（株）

積水化成品工業（株）

（株）みすずコーポレーション

東京冷化機工業（株）

平成ケミカル（株）

（株）ウツヰ

（株）ヒロテック

（株）プロシスタス

信和産業（株）

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
監
査
報
告

最
近
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
実
施
状
況
か
ら　

そ
の
２

　

社
団
法
人
日
本
炊
飯
協
会
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
審
査
委
員
長　

渋
川　

尚
武

2．賛助会員（１8社）



　米を含むすべての穀類、パン、シリアルへの葉酸の法
的強制添加（mandatory food enrichment of folate）は脳
卒中、認知症、胎児異常を予防する重要な手段として、
すでに米国、カナダ、オーストラリアを含む52カ国で
は大きな成果を挙げて、フードインダストリーの新しい
潮流となっています１）。しかし、日本では2000年に厚
生労働省の神経管閉鎖障害の予防に関する通達でサプリ
メントの使用が妊婦に奨励されただけで、予防成果は挙
がっていません。日本では成人での葉酸推奨量も240μg
と国際的な400μgに較べて低く、遺伝子多型の人や高
齢者の利用障害に対応していないのです１）。米国での脳
卒中の減少の報告２）以来、日本でも葉酸を添加したパン
や菓子類は販売されるようになりましたが、もっとも重
要な主食である米に葉酸を加えて手軽に葉酸摂取量を維
持する必要があるのです。そこで私たちはヘルスウェル
ネスフーズ社と協力して「サプリ米」というモノグルタ
ミル葉酸を初めとした食生活で不足しがちな栄養素（ビ
タミンB1、ビタミンB2、ビタミンB6、パントテン酸、鉄）
を含む強化米を開発し、現在さらに葉酸を高含有する強
化米の開発に取り組んでいます。この小文を機会に諸外
国に謙虚に学んで、多数の寝たきり高齢者、認知症、障
害児を予防しましょう。

なぜ葉酸摂取は現在の推奨量で不足か？　
　日本人の１日平均葉酸摂取量は平成16年国民健康・
栄養調査では294± 147μgであり、2005年度版食事摂
取基準の推奨量240μgを満たしているように見えます。
しかし、この推奨量には重大な誤りが次の①～④の４箇
所にあるのです 1)。①日本人の15%はメチレンテトラヒ
ドロ葉酸還元酵素（MTHFR）のC677T遺伝子多型の
TT型で、240μgでは不足で、400μg摂取する必要があ
ります３）。TT型の人はCC型の人に比べて3.4倍も多く
脳梗塞を発症するからです（図１）４）。②摂取基準では

「高齢者には葉酸の利用が低下するという報告が無いの
で成人と同じ240μgとする」としていますが、高齢者
の大部分は240μgを摂取しても血清葉酸は基準に達せ
ず、有害な血清ホモシステインは危険範囲になります（図
２）１）。③日本では食品成分表も推奨量も葉酸が吸収の
悪いポリグルタミル葉酸が主で、吸収のよいモノグルタ
ミル葉酸の区別をしないのですが、欧米ではポリグルタ
ミル葉酸には0.6という係数を掛けますから、これで換
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算すると日本人は約200μgしか摂取していないのです
１）。④推奨量240μgの根拠は米国の古い論文から血清ホ
モシステイン濃度を14μmol/L未満とすると策定したの
ですが、今では8μmol/L以上に較べて14μmol/Lでは
脳梗塞、認知症が数倍も増加することが判りました１）。

少子高齢時代における葉酸の重要な役割
　葉酸はビタミンという名前がついていないため、知名
度が低いのです。しかし少子高齢時代での介護予防や胎
児保護に重要な役割があるのです。介護保険法が始まっ
て以来、年率19.9％で要介護者が増加していますが介護
の最大の問題は脳卒中、骨折、認知症による寝たきり高
齢者です。この３疾患の予防に葉酸が有効です。米国
では穀類の葉酸添加後に脳卒中の死亡率が激減しました

（図３）２）。一方、二分脊椎症や無頭児などの悲惨な先天
障害も1998年を境に減少しました 5)。
　健康食品の有効性を科学的に証明するには、無作為化
対照試験が必要で、その比較検討によって統計的有意性
を確立します。葉酸の脳卒中予防が８つの無作為化対照
試験で確認されています６）。脳卒中のように数十年にわ
たる複雑な要因で発生する疾患では、病理学などの客観
的な根拠も加える必要がありますが、最近ではすでに生
じた動脈硬化が葉酸投与によって部分的に改善されるこ
とも判りました７）。神経管閉鎖不全の有無の場合は10ヶ
月の妊娠期間で明確に判定されますので５）、日本でも厚
生労働省が2000年から妊婦には葉酸を十分に摂るよう
に通達で勧めています。しかし、産科に相談に行くとき
には胎児の奇形は出来ていますので、日本の二分脊椎
症児は増加傾向にあり、葉酸を知っている妊婦は４％
に過ぎません。認知症は2008年の厚生労働省の予測で
は2005年の205万人から2035年には445万人に増加し、
久山研究でも日本が世界で最も頻度が高いのです。認知
症は主に脳血管障害型とアルツハイマー型に分かれます
が、前者の葉酸による予防は図１で明らかで２）、後者の
予防についても、葉酸投与の6.1年間の研究で有効性が
認められました８）。骨粗鬆症は1,100万人が罹患し、女性
の寝たきり高齢者の二番目に多い原因です。その予防に
ついては10年間の追跡調査で葉酸が骨密度の維持に有
効でした９）。うつ病は外来患者数が厚生労働省の推計で
は2005年に 250万人を越えて、自殺者も毎年３万人に
及ぶ国民病です。これに対して１万５千人を対象とした
11の研究の総合判定では、血液葉酸低下とうつ病の関係
が認められました 10）。

米飯に葉酸を加えるのが有効
　葉酸吸収の低下した高齢者に米飯100gにモノグルタ
ミル葉酸200μgを添加して、毎晩半年間食べていただき、

血中葉酸濃度は初期の4.7± 2.9ng/mlから 18.4± 5.9と
約４倍に増加し（p<0.0001）、ホモシステイン濃度は16.1
± 7.0μm/Lから10.1± 4.6μg/Lと減少して（p<0.0001）
しました（図４）。このように明確な成功例が得られま
したので、現在、本学の石田教授、堀端講師とハウスウェ
ルネスフーズ社の協力により、市販中の「サプリ米」を
さらに葉酸の量を増し、葉酸と協同するビタミンB12 や
B６も加えてなお改良中です。すでに全国の病院・施設な
どでは日常の食事に使用しています。葉酸の穀類への添
加が世界的となりましたので、国連機関でもその実施の
詳細を定めて普及につとめるようになりました１１）。
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図1．脳梗塞にかかりやすい体質
　   （TT型）の人が日本人の15％。
　　 葉酸400μｇを摂れば防げる。

図2．葉酸摂取量と血清葉酸、血清ホモシステイン濃度
　　 の相関 高齢者では食物葉酸を推奨量摂っても吸
　　 収・利用が悪い

図3．穀類の強制的葉酸強化を始めた1998年を
　　 境に脳卒中死亡率が急激に減少した。

図4．米飯100ｇ当たりモノグルタミル葉酸200
　　 μｇを添加した場合の高齢者の血清葉酸
　　  濃度改善

脳梗塞患者　256名
対　照　者　325名

（Ｐ＜0.001）

n=50 r=0.301（Ｐ＜0.05）
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食事から
十分に葉
酸を摂っ
ても有害
なホモシ
ステイン
が増える

食事から十分
葉酸を摂っても
体内葉酸欠乏

ホ
モ
シ
ス
テ
イ
ン
濃
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μ
m
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）

血
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,0
00
m 
po
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血
清
葉
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濃
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（Ｐ＜0.041）
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梗
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口
十
万
人
当
た
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調
整
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み
脳
卒
中
死
亡
率

強
化
開
始
年

「葉酸強化米のすすめ」

女子栄養大学  副学長　香川靖雄
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実績・技術とも
です。

 ■自動火力調整で誰が炊いてもふっくらおいしいご飯が炊き上がります。

 ■メタルニットバーナーの採用で火力調整の精度、レスポンスもIH炊飯同様の操作性を兼ね備え、
　ガス炊飯ならではの高火力な直火炊飯を実現しました。   

 【写真】メタルニットバーナーの燃焼 
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従
業
員
の
衛
生
管
理

〝
検
便
〞に
つ
い
て
は
、「
弁

当
惣
菜
衛
生
規
範
」で
は

保
健
所
長
の
指
示
が
あ

る
場
合
は
必
ず
実
施
、「
大

量
調
理
衛
生
指
針
」で
は

赤
痢・
サ
ル
モ
ネ
ラ・
Ｏ
―

１
５
７
を
１
回
／
月
、「
学

校
給
食
衛
生
管
理
」で
は

２
回
／
月
、と
定
め
ら
れ

て
立
ち
入
り
検
査
の
重
要

項
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆ 

検
査
項
目　
赤
痢・サ
ル

モ
ネ
ラ（
チ
フ
ス・
パ
ラ

チ
フ
ス
）・Ｏ
―
１
５
７

◆ 

料
金　

￥
２
６
０
／
１

検
体（
消
費
税
別
）

※ 

１
回
の
ご
依
頼
が
15
検
体

以
下
の
場
合
、容
器・送
料

は
お
客
様
の
ご
負
担
と
な

り
ま
す
。

◆ 

報
告
日
数　

検
査
会
社
到

着
後
、３
日
目
に
判
定
が

出
ま
す
。

◆ 

検
体
発
送　

検
体
が
集
ま

り
次
第
、宅
配
会
社
に
集

荷
依
頼
の
連
絡
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

宛
先
記
載
済
み
伝
票
、搬

送
保
冷
ケ
ー
ス
、保
冷
剤（
夏

季
の
み
）用
意
い
た
し
ま
す
。

お
申
し
込
み・
お
問
い
合
わ

せ
は（
社
）日
本
炊
飯
協
会

事
務
局
ま
で
。電
話
０
３

（
３
５
９
０
）１
５
８
９

 

腸
内
細
菌
検
査
の

ご
案
内

株
式
会
社
遠
州
米
穀

代
表
取
締
役
社
長
鈴
木
昇

設
立　

昭
和
26
年
２
月

資
本
金
３
０
０
０
万
円

主
製
造
品
目　

白
飯
、酢
飯
、

お
に
ぎ
り
、
い
な
り
、
五
目
、

赤
飯

本
社
所
在
地

〒
四
三
八
―
〇
〇
七
七
静
岡

県
磐
田
市
国
府
台
１
番
地
２

電
話 

０
５
３
８
（
３
５
）
１

１
２
１

郵
便
物
送
付
先　

常
務
取
締

役
友
田
昌
宏 

従
業
員
数 

23
名
（
内
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
15
名
）

売
上
高 

平
成
19
年
度
期　

88
億
３
８
０
０
万
円

事
務
局
か
ら

・
平
成
21
年
度
通
常
総
会

を
、無
事
に
終
了
致
し
ま

し
た
。会
員
の
皆
様
の
ご

協
力
に
感
謝
致
し
ま
す
。

ど
う
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

・
今
年
は
、役
員
改
選
の

年
で
あ
り
、退
任
さ
れ
ま

し
た
役
員
の
方
に
は
、大

変
お
世
話
に
な
り
、有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。今
回
、

事
務
局
も
含
め
３
名
が
新

理
事
と
な
り
ま
し
た
が
、

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

・
第
４
回
の
ご
は
ん
ソ
ム

リ
エ
認
定
試
験
の
日
程

が
、10
／
５（
月
）10
／
６

（
火
）と
決
ま
り
ま
し
た
。

今
年
は
、協
会
会
員
以
外

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
、

昨
年
に
比
べ
多
く
入
っ
て

い
ま
す
。認
定
試
験
は
、実

技
も
伴
う
為
、多
く
の
受
験

を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き

ず
、先
着
90
名
に
、受
験
者
数

を
限
ら
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。皆
様
の
応
募
を
お
待
ち

申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

・
39
号
と
本
40
号
の
ご
は
ん

タ
イ
ム
ス
に
お
い
て
、渋
川

H
A
C
C
P
審
査
委
員
長

に
よ
る
H
A
C
C
P
の
監
査

結
果
か
ら
多
く
見
ら
れ
た
不

備・
不
具
合
に
つ
い
て
の
解

説
で
は
、

ハ
ー
ド
面　

①
空
調
関
連  

②
反
転
機
周

辺  

③
排
水
ピ
ッ
ト・排
水
溝

ソ
フ
ト
面　

①
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
関

連　

②
C
C
P
関
連

の
２
つ
の
面
か
ら
記
述
さ

れ
て
い
ま
す
。工
場
管
理
の

チ
ェ
ッ
ク
に
役
立
つ
貴
重

な
内
容
で
あ
り
、是
非
ご
活

用
下
さ
い
。

（M
.M

itsuhashi

）

　

創
業
は
１
９
９
２
年
１

月
。
品
質
を
第
一
と
し
、
安

全
・
安
心
で
お
い
し
い
商
品

の
提
供
を
通
し
て
、
日
本
の

お
米
の
食
文
化
を
創
造
す
る

と
し
た
会
社
方
針
の
も
と
、

パ
ー
ト
従
業
員
を
含
め
た
全

従
業
員
が
笑
顔
で
挨
拶
を
交

わ
し
、
オ
ー
プ
ン
で
活
気
の

あ
る
職
場
と
な
っ
て
い
る
。

全
員
参
加
で
改
善
活
動
、
提

案
活
動
が
盛
ん
で
あ
る
。

　

社
員
65
名
、
パ
ー
ト
従
業

員
２
７
０
名
。
現
在
の
営
業

品
目
は
白
飯
、
酢
飯
、
二
次

加
工
品
。
年
商
46
億
円
。
業

界
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
品
質
・

衛
生
管
理
の
も
と
、
今
後
も

業
界
で
の
モ
デ
ル
と
な
る
最

先
端
を
行
く
べ
く
継
続
し
て

投
資
を
進
め
、
お
い
し
い
明

治
ブ
ラ
ン
ド
の
商
品
を
広
く

供
給
し
た
い
。

　

今
年
の
１
月
よ
り
稼
働
を

始
め
た
新
工
場
は
、
受
注
デ

ー
タ
か
ら
炊
飯
計
画
を
作
成

す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
、
ま

た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
に

よ
る
釜
ご
と
の
火
力
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
、
釜
単
位
の
ト
レ
ー

サ
ビ
リ
テ
ィ
、
無
菌
エ
ア
ー

に
よ
る
製
造
室
の
高
度
ク
リ

ー
ン
化
、
床
の
ド
ラ
イ
化
、

製
品
お
よ
び
飯
箱
搬
送
の
自

動
化
な
ど
が
備
わ
っ
た
最
新

鋭
の
工
場
と
な
っ
て
い
る
。

　

最
新
の
設
備
と
明
治
乳
業

グ
ル
ー
プ
の
品
質
保
証
シ
ス

テ
ム
「
明
治
ク
オ
リ
ア
ス
」

の
運
用
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
安
全
・
安
心
で
お
い

し
い
商
品
を
供
給
す
る
体
制

が
整
っ
た
。

●
明
治
ラ
イ
ス
デ
リ
カ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://

w
w
w
.m

eiji-rice.com
/

新
入
会
員

紹
介
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組
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連
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会
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部
長
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天
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裕
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理
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協
会
事
務
局
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